（タイトル案）
『逆襲のキャリアチェンジ転職』

（キャッチコピー案）
· このままでは絶対に終われない、仕事を変えたい、すべての人へ。
· 無理です。置かれた場所では私は咲けません。
· 異業界・異職種への転職の基本ルールと必勝法を解説
· 30人のリアルな成功事例集を読めば、きっとあなたも転職できる！


（目次案）
第１章　キャリアチェンジ転職の可能性
1-1. キャリアチェンジのメリット、デメリット
· 置かれた場所で、咲かなくてもいい
· 「やりたい仕事が見つからない」に終止符を
· キャリアチェンジをすると年収が下がる？
· 転職エージェントから「キャリアチェンジ」は出てこない
1-2. 転職は、「手段」に過ぎない
· そのキャリアチェンジの「目的」は何か
· キャリアチェンジは「4年に一度」まで
· 転職で「一発大逆転」はあり得ない
· 安易なキャリアブレイクは、キャリアを殺す
1-3.  キャリアチェンジ転職で成功する人、失敗する人
· ポータブルスキルとは「英語」や「資格」だけではない
· 「稀少性」「強み」を売りにする人は失敗する
· 中途採用は、「一貫性」と「再現性」がすべて
· 「完全未経験」の転職活動は負け戦
 
第２章　年代別：キャリアチェンジの必勝法
2-1.  20代は「延命のキャリアチェンジ」
· 「成長のために転職する」という考えは捨てた方が良い
· キャリアチェンジなら若い方が良い…とは限らない
· 未経験歓迎！の落とし穴
· 29歳までは「資格」+「ポテンシャル」で戦える
· 正攻法で勝てないときは、「サードドア」を使う
2-2.  30代は「進撃のキャリアチェンジ」
· 転職で、自分のキャリアを取り戻せ
· キャリアチェンジ成功率が一番高いのは30代前半
· 未経験の仕事でも、経験者採用に応募する
· 「前職」と「転職先」のかけ算で何が生まれるか
· ビズリーチとLinkedInで「声が掛かる」人材になろう
 2-3.  40代以降は「転生のキャリアチェンジ」
· 社会人20年目以降のキャリアチェンジは「異世界転生」
· 武器はできるだけ多く、幅広く言語化しておく
· マネジメント経験がなくても、選べる道はある
· 肩書や資格、会社名に頼ってはいけない
· リファラル採用と出戻り転職の可能性
 2-4. キャリアチェンジ転職の攻略法
· 「業界」か「職種」のどちらかは活かす
· 「ターゲット顧客」「地域性」等を活かす
· 経歴だけでは見えてこない「ストーリー」を語れ
· 偶然を必然に変えて、すべての「点」を「線」にする
· 狭くて鋭い武器こそが、キャリアの未来を切り拓く
 
第３章　キャリアチェンジの成功事例ケーススタディ
3-1.  20代「延命のキャリアチェンジ」
· 携帯ショップ店員⇒外資系の営業
· メーカー企画職⇒コンサル
· ファッション営業⇒歯科助手
· コンサル⇒出版社
· ディズニーランドキャスト⇒事務職
· ECアドバイザー⇒人事
· パン工場⇒設備機械の営業
· 商社営業⇒SIer営業
· メーカー商品企画⇒広告代理店のアシスタント
· 金融商品の営業⇒農薬の営業
3-2.  30代「進撃のキャリアチェンジ」
· メーカー商品企画⇒IT事業企画
· メーカー営業⇒外資系IT営業部長
· 工場の生産管理⇒ITエンジニア
· 海外営業⇒外資系営業
· メーカー経理⇒ITベンチャー経理
· 自動車メーカー企画⇒IT企業企画
· 事務職⇒秘書
· パティシエ⇒食品メーカー開発職
· 法人営業⇒インサイドセールスのマネージャー
· 介護施設の運営⇒リゾートホテル経営企画
3-3.  40代以降「転生のキャリアチェンジ」事例集
· 出版社⇒メディア系企業PM
· SIer⇒メーカーエンジニア
· 公務員⇒企業法務部
· イベント企業⇒コンサル
· ミュージシャン⇒音響メーカー営業課長
· 自衛隊⇒大手企業のセキュリティ担当
· 事務職⇒大手広告会社契約社員
· B2Bメーカー⇒準国家公務員
· 住宅マーケティング⇒家電マーケティング
· 公務員⇒官公庁案件コンサルタント

第４章　キャリアチェンジの向こう側
4-1.　キャリアチェンジ転職が意味するもの
· 異なる業界・職種を経験すれば、生き残る人材になれる
· キャリアチェンジで成功する人は、フリーランスでも生きていける
· AI時代には、スキルだけでは生き残れない
· 経験の幅を増やすことで、本当にやりたいことが見えてくる
4-2.　将来の変化は、誰にも予想できない
· 35歳転職限界説は、どこへ行ったのか
· 「安定志向」は、ジワジワとあなたの首を絞める
· キャリアチェンジでも年収が上がり続ける時代へ
· 「働かないオジサン」になるか、「挑戦し続ける人材」になるか

